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外国人のための日本伝統文化体験講座
「日本の苔の世界
～苔テラリウムワークショップ～」※無料・要申込み

日南市の猪八重渓谷に自生する苔を使って「苔テラリウム」をつく

りましょう！

◇日 時：令和8年1月17日（土） 13:00～ 15 :00

◇場 所：カリーノ宮崎地下１階 会議室B

◇講 師：谷口 由利子 氏 （森林セラピスト）

◇定 員：16名（先着順）

◇対 象：宮崎県在住の外国人の方

◇申込方法：下記２次元バーコードまたはURLよりお申込みくだ

さい。電話、Emailでのお申込みも可能です。

https://forms.gle/cQayedZmrgDXaenn9

◇締 切：1月6日（火）

◇申込・問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：森山）

外国人住民向け防災セミナー（宮崎市）

※無料・要申込み

６カ所のブースを巡るスタンプラリーに参加しよう！

◇日 時：1月24日（土）13:00 ～ 15:00

◇場 所：宮崎県防災庁舎 74号室・75号室

               （宮崎県宮崎市橘通東１丁目９）

◇対 象：宮崎県内に住む外国人

◇内 容：災害別行動の違い、災害情報アプリ、防災グッズ、避難

所の過ごし方など

◇定 員：18名（先着順）

◇受講料：無料

◇申込方法：下記２次元バーコードまたはURLよりお申込みくだ
さい。電話、Emailでのお申込みも可能です。

https://forms.gle/HMTjaJsFGJY6HV6X6

◇締 切：１月10日（土）

◇問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会

外国人住民向け防災セミナー（三股町）
「女性×外国人 みんなで話そう！防災講座」

※無料・要申込み

外国人の視点と女性の視点から防災について考え、

不安や心配事をみんなで話し合いましょう。

◇日 時：２月2１日（土）10:00 ～12:00

◇場 所：三股町中央公民館 第一会議室

                （北諸塚郡三股町五本松８番地１）

◇対 象：三股町内に住む国籍を問わない女性

◇内 容：やさしい日本語で防災用語を学ぼう、三股町の防災事情

を知ろう、女性の視点から災害時や避難時に気を付けるべきこと、

不安なことをみんなで話し合おう

◇定 員：30名（先着順）

◇受講料：無料

◇申込方法：下記２次元バーコードまたはURLよりお申込みくだ

さい。電話、Emailでのお申込みも可能です。

https://forms.gle/fMDV28bxzbxDFe7N6

◇締 切：2月7日（土）

◇問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：山本）

「外国人が見た宮崎」作品巡回展

～県庁編～ ※無料

宮崎県に住む外国人の皆さんが「宮崎」をテーマにしたアート作品

６９点を展示します。

外国人の方が見る「宮崎」をぜひご覧ください。

◇展示期間：１月７日（水）～１月１６日（金）

◇展示場所：宮崎県庁防災庁舎１階

◇展示作品：写真、絵画、書道、手工芸

◇問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：曽地）

宮崎県国際プラザ年末年始閉館のお知らせ
年末年始は12/28（日）～2026年１/5（月）までお休みです。2026年1/6（火）より開館します。

「外国人住民による日本語スピーチコンテスト」
出場者募集！

◇日 時：2月１日（日）1３:00～16:00

◇テーマ：「みやざき」

（宮崎の生活で感じたこと、母国への想いなど）

◇場 所：宮崎県防災庁舎７階 防74号室・防75号室

◇参加資格：次の条件の全てに該当する方

①宮崎県内に住んでいる、日本語を母語としない16歳以上の方

②日本在住歴５年以内であること

※職務として翻訳・通訳業務に従事されている方は除く。

◇部門・定員：一般の部（10名程度）、学生の部（10名程度）

※応募者多数の場合は書類審査あり

◇スピーチの長さ：5分以内

◇応募締切：1月9日（金）

◇応募方法：①申込用紙（顔写真付き）②スピーチの原稿（ローマ

字も可）を来館、郵送、またはメール（miyainfo@mif.or.jp）にて

送ってください。

※①申込用紙は、協会HPからダウンロードできます。

◇応募・問合せ:

（公財）宮崎県国際交流協会（担当：荒木）

賛助会員募集！

賛助会員になると・・・

・毎月発行している「国際プラザニュース」をお届けします。

・年2回発行している広報誌「South Wind」をお届けします。

・協会が開催する講座の参加費を割引します。

・（賛助団体対象）協会ホームページからリンクが可能です。

◇問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：星衛）

年会費 個人:2,000円 団体:10,000円



♪プラザニュース 英語版より 「チキンの恐怖」

図書書籍・バックナンバー（古雑誌）

宮崎県国際プラザの図書コーナーの書籍等を無料配布します。

数に限りがありますので、お早めにお越しください。

◇日 時：12月2日（火）～12月26日（金）

                10:00～19:00

◇場 所：カリーノ宮崎地下１階宮崎県国際プラザ

◇問合わせ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：山本）

日本語自習用ツールのご案内

オンラインで日本語の自主学習ができるサイトをご紹介します。

TSUNAHIRO（つなひろ）

このウェブサイトでは、日本で生活する外国人の皆さんが、日本語

でコミュニケーションをとったり、生活できるようになったりする

ことを目指して、日本語を学習することができます。自分に合った

日本語のレベルや、学習したいシーン、キーワードに応じて学習コ

ンテンツを選択することができます。日本語を勉強し実際に使うこ

とを通じて、社会とつながり、生活をひろげてみましょう。

このウェブサイトは、以下のような方を対象としています：

・日本に住んでいて、日本語を学ぶ機会がない方

・日本に来たばかりで、初めて日本語を学ぶ方

このウェブサイトは、日本語学習が初めての方でもスムーズに取り

組めるよう、多言語に対応しています。

対応言語：

簡体字中国語・繁体字中国語・英語・フィリピン語・フランス語・

インドネシア語・クメール語（カンボジア）・韓国語・モンゴル語・

ミャンマー語・ネパール語・ポルトガル語・ロシア語・シンハラ語・

スペイン語・タイ語・ウクライナ語・ベトナム語・日本語

（合計1９言語）

◆このウェブサイトの目的は、基本的な日本語のフレーズや用語を

学ぶことです。

◆日本に住む外国人の日常生活の場面に特化しています。

◆学んだ言葉がどのような場面で使われるかを映像で確認できます。

◆日本語レベルや関心に応じて、シーンを選んで学習を始めること

ができます。

◆興味のあるシーンやキーワードから学習内容を検索できます。

https://tsunagarujp.mext.go.jp/?lang_id=JA

IRODORI（いろどり）

生活場面で必要となる日本語が無料で学べるオンラインコースです！

https://www.irodori-online.jpf.go.jp/

“笑う門には福来る（わらうかどにはふくきたる）”

今年も残すところあとわずかとなりました。

みなさんにとって２０２５年はどんな年でしたか？

「笑う門には福来る（わらうかどにはふくきたる）」

ということわざがあります。笑いの絶えない人の家には、自然と幸

福が訪れるという意味です。２０２６年も、みなさんが笑顔あふれ

る１年になりますように！

国際交流員とのおしゃべり会♪ ※無料・要申込み

県の国際交流員と楽しくお話しませんか？

★キャサリンさん：イギリス出身（日本語・英語）

◇日 時：①12月5日（金）15:00～16:00

②12月19日（金）18:00～19:00

◇締 切：①11月28日（金）②12月12日（金）

★ユーディンさん：シンガポール出身（日本語・中国語）

◇日 時：12月16日（火）16:00～17:00 

◇締 切：12月9日（火）

★へジョンさん：韓国出身（日本語・韓国語）

◇日 時：12月 25日（木）1５:00～1６:00   

◇締 切：12月18日（木）

◇場 所：カリーノ宮崎 地下1階 宮崎県国際プラザ

◇定 員：4名（参加回数の少ない方を優先し先着順）

※申し込みは電話、来館、メールにて受け付けます。

◇申込・問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会 （担当：山本）

県国際交流員
キャサリン ケスラー

このコラムの内容が「臆病の告白」のタイトルにしっくりくることは久しぶりですが、やっと本物の告白を皆さんに紹介したいと思いま

す。実は、約３カ月前にまで、一度も家で鶏肉を調理したことがありませんでした。なぜなら、ストレスが大きかったからです。あのぬ

るぬるした触感が苦手だけじゃなく、幼いころから刷り込まれていた生チキンに対する本能的な恐れがあったのです。生肉や少しでも生

焼けの鶏肉がサルモネラ食中毒を引き起こし、ひどい病気になること、そしてそれを触ったものは消毒しない限り同様に危険であると教

えられていたのです。オオスズメバチよりも大きく、私の最大の恐怖症は吐くことです。そのため、鶏肉の調理には

ずっと心理的な抵抗がありました。起きるかもしれない問題を避けるため、豆腐か魚ばかりを使っていました。

その状況が変わったのは、友人が遊びに来た時でした。自炊しようと思って、晩ご飯は何すると尋ねました。する友人は「タンパク質

たっぷりなら何でもいいよ」と答え、自分の家で主に鶏肉か豚肉を使った野菜炒めを作っている、と言いました。

私は「ベジタリアンだから」と言い訳することも、あるいは「生チキンが気持ち悪い」という恥ずかしい真実をこの友人に言うこともで

きたでしょう。しかし、その瞬間、長年の心理的な抵抗が単なる幻想にすぎないこと初めて気いたのです。自分自身のためではなく、他

者からの頼みに応えようとしたとき、その壁をすぐに乗り越えることができたのです。その日、私は生まれて初めて鶏肉を買い、

触り、そして焼きました。自然にできたわけではありません。まな板にはアルコールクリーナーを吹きかける必要性を感じました。

しかし、たったその一瞬、何年間も私に無理だと思い込んでいたことが実は全く問題ないことだと分かりました。私は他に、

特に理由もなく避けてしまっている事柄が、まだあるのではないかと考えるようになりました。
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